
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

琴ヶ籖 金

エンジェルハィロゥ
エンジェルハィロゥ

UGNチルドレンA

15歳

素体

待ち望まれた子

破壊

秘密

高校生

女

35

友人

0
6
2
0

1
0
0
0

0
0
0
0 1

1
6
2
1

24
14
14
19
38

2 10
1 10

料理 UGN
噂話

5 2
2

　　 0

0 0

人造の者
都築京香
友だち

感謝
幸福感

恐怖
疎外感

要人への貸し
コネ：都築京香

怨念の呪石
エンブレム：学園帰り
メモリー：ナンバーズ

2

ワーディング

リザレクト

光芒の疾走

コンセントレイト：エンジェルハィロゥ

光の手

破壊の光

滅びの光

マスヴィジョン

空を断つ光

見放されし地

七色の直感

ウサギの耳

真昼の星

猟犬の鼻

★

0

1

2

1

2

5

5

1

1

1

1

1

1

-

1d10

1

2

2

2

3

4

5

-

-

-

-

-

オート

気絶時

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

-

-

視界

-

-

視界

視界

視界

至近

至近

至近

シーン

自身

自身

-

-

範囲(選択)

-

-

シーン(選択)

効果参照

単体

自身

自身

自身

自動

自動

自動

-

対決

対決

対決

対決

対決

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

100↑

リミット

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

離脱可能戦闘移動、シーンLv回

C値-Lv

参照能力値を【感覚】に置換

攻撃力+2、至近攻撃不可、シーンLv回

攻撃力+(Lv*3)、対象：単体の時適用不可

攻撃力+(Lv*5)、シナリオ3回

攻撃力+5、対象をシーン(選択)、射程を視界に変更、シナリオ1回

シーン内の任意の空間を闇で閉ざす

オーラから感情や容態の変化を感じ取る

耳がいい

目がいい

鼻を目で代用

O市の80%が友だち。
→1話目終了後、技能成長によりO市の85%が友だちに。

〇とあるUGN職員の手記

…月…日(土)
天気：晴れ

調査チームより2班を率い、非人道的な実験を繰り返していると報告のあった研究所へと向かった。
だが現地で捜索を行うも、一向に何が行われていたかわからない。
見つかったのは、まるで家を再現したような間取りの区画に住む元気な少女1人だけだった。
少女は"お母さん"と一緒に住んでいたというが、UGNの情報網をもってしても"お母さん"の正体も行方も知ることはできなかった。
ホワイトハンドによると、5-6歳ほどであろうその少女は既にオーヴァードとしての力を完璧に操る事ができているようだ。
才能の賜物なのか、それとも何らかの訓練などによるものなのか、その一切がわからない。
ただ少女本人は非常に友好的で好奇心も強く、誰とでも仲良くなろうとする。
子供らしくはあるが、UGNで預かっている子達に慣れていると些か扱いに困る。
しかし丁度いい機会だ。学園島に数名のチルドレンを寄越す予定だったし、この子も学園島に住ませられないか県さんに提案してみるとしよう。
この子のコミュニケーション能力と卓越したエフェクトの操作技術は、島の子達にもいい刺激になるだろう。
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